






　昭和 50 年度「小児の心身障害発生の疫学的研究――心身障害児発生のサー

ベイランス機構に関する研究」中に報告したように,エストロゲン・プロゲス

テロン製剤を妊娠診断に用いたために,仮性半陰陽の増加が疑われた 1)。l975

年,コロラド医学センターの Nora ら 1)はプロジェステロン/エストロジェンあ

るいはプロジェステロンを妊娠初期に服用したものに脊稚,肛門,心臓,気管・

咽頭,腎,四肢に複合奇形(著者 Nora は“VACTERL”と名付けた。)が多発したの

ではないかという疑いから症例を検討したところ,“VACTERL”19 例中 13 例がそ

のホルモン剤を妊娠初期に服用していたことが判明した。マッチした対照群比

較を行った結果,染色体異常群,心臓機能雑音群とこれら婦人との間にはこのホ

ルモン剤投与に関し有意差が発見された。


